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中国労働 者の評価 す る 日・本企業の側 面
薗 出 碩.也
問題の所在一 中国労働者 と日本企業
中国労働者 の評価 す る 「日本企業」 とは何 か,ポ ジテ'イブ,ネ ガ テ ィブ,い ずれにせ よ,か れ ら
め 日本企業 に対 す る評価 を中心 に,こ こで検討 を試 み る もので ある。
当然 なが ら,中 国労働 者の ほ とん どが,日 本 に滞在 し 日本企業 に従事 した経験 を もっていな い。
また中国本玉 に所在す る日本企業 に勤務 した経 験 も考 え られな い。 な かには田 本企業 と何 らかの係
わ りで,日 本企業 に対 し客観 的 に評価 で きる労働者 のい る ことも否 定 されないが,そ の比率 は きわ
めて限 られた もの と考 えて よい。い ずれにせ よ,
1)
日本企業 とい う場 合,「対 象」 の次元 は,お お よそつ ぎの 「客体 」 に向 け られ ると思わ れ る。
ω 日本国 と重複 した イメー ジ
.(2)日本企業 の経 営者,ま たは従業員 に向 け られた イメー ジ
(3)日本製品,ま たは サー ビスに向け られ た イメー ジ
ω 日本企業 の経 営方式 または販 売方法 に向 け られた イメー ジ
㈲ 日本企業 お よび製品 に関 す る宣伝,広 告 に向 け られた イメー ジ
ときには,ω か ら㈲ を混合 させ て イメー ジ化 す る傾 向 も評価 され るだろ う。 逆 に,中 国労 働者 に
よっては,(1)から㈲ までの うち,一 部 にのみ限定 して,日 本企 業 に対 す る イメー ジの評価 も考 え ら
れ る。
2)
また 情 報源」 の次元 は,つ ぎのよ うな根拠 に もとつ くもの と思 われ る。
(1)マスコ ミを通 じての情 報
(2)友人,知 人 を通 して のパ ー ソナル情 報
⑧ 日本企 業の従業員(ま たは 日本人 の友人,知 人 を通 して)と の接触 に よる情 報
(4)展示 された 日本製品 の試 用,見 学 に もとつ く情報
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㈲ 日本製品,サ ー'ビスの使用体験 に もとつ く情報
以上の 「対 象」 の次元,「情 報源」 の次元は,中 国労働者 の イメー ジと して,一 括す ることに問
題 はあ るが,イ メー ジとい うもの を
(a)主観的 かつ感情的 な評 価 であ るこ と
(b)「好嫌 」「良悪」「美 醜」 とい った価 値判断 をと もな うものであ るこ と
の2点 を重視す れば,そ もそ もイメー ジは対象 に対 す る主観的,か つ感情的 な総合的評価 として
位 置 づけることが可能 であ る。
3)
この イメー ジの意味,ま たは心理的 次元 か らの アプ ローチに対 して,横 田澄 司は,消 費者は好 む
と好 まざるとにかカ～わ らず,必 要 とす る商品,サ ー ビスに対 し,詳 細 な情 報 を欠いた場合,消 費者
は ます ます感覚的,情 緒的 な イメー ジに もとづいて購買 す る傾 向 にあ ること,ま た現代社会 は情 報
過多 といわ れるだけにかえ ケ て正 しい判断 ができず,物 事 の重 要な意 見決定 に,イ メー ジ的 思考 に
多分 に依存 す る傾向 にある と指摘 して いる。
『以上
の問題 は,企 業 に対 す る評価 について も同様で あ り,日 本企業 が中国に合 併,.合同の企業 を
設 置 した り,日 本 企業 に中国労働者 を雇用 す る際 に,中 国労働者 の把 持す る 日本企業 イメー ジを客
観 的 に理解す る必要 があ ると思 われ る。
われわれは以上 の観 点か ら,「中国労働者 の評価 す る 日本企業 」,「中国企業 との差 異」,特に 「日
本企 業 の生 産性 の高 さ」 についての イメー ジ的評価 を検討 す る もの であ る。
.研究 目的 と問題点の設定
日本 の経 済 力は,日 本企業 の積極 的な活動 に負 うところ大で ある。 中国本土 には,か な りの 日本
1企業 が進 出 して いる といわ れ るが,中 国人 にと って,日 本企業 が未 だ充分客観的 に評 価 されて いる
とは思われな い。 しか し,た とえそれ が主観 的 であれ,中 国人 の眼 を通 して,ま た耳 を通 して評価
してい る 「日本企業 の実態」 に注 目す ること'は,重要 と思 われ る。
中国人 の主観的評価 に よれば,
「好 ましい点」は,中 国 にお ける 日本企 業に,大 い に導入 され るべ きであ る。,
「好 ま しくない点」 は・特 に中国に進 出 してい る 日系企業 にお いて,極 力改善 すべ きであ る。
また 日本 が,中 国 との互恵 的な製品 を促進 してい く上 で も,以 上 のポ イン トが明確 にされ ること
は,企 業 の海外 マーケ テ ィングを効果的 な ものにす る上 で,重 要 と患われ る。
さ らに,最 近 日本 への経済難 民 と称 され る中国人が 多数,非 合法な手段 に よ り密入 国 して話題 と
な ってい るが,'かれ らの考 えてい る 日本企業 とは何 か,本 研 究で,一 つの手がか りが得 られ るもの
と思 われ る。
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研究 目的 を達成 す るために,図1の よ うな概念 図式 を梅棄 してみた。
図1.本 研 究 の 概 念 図 式
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注)(1),(2),(3)は,問題点1,問 題点2,問 題点3,を 表わす。
操作 された 「デモグ ラフ ィックス」 は,中 国人 の年齢(30歳以下,31-40歳,41-50歳,51-60
歳 未満,60歳以上)と 性別(男 性,女 性)で あ る。 こ うい つた独立変数 に対 し,
(1)「日本企業 の イメー ジ」 につ いて,ポ ジテ ィブな側 面(明 るい企業,積 極的 な企 業,協 力的
な企業,革 新的 な企業,現 代 的な企 業,開 放的企 業な ど10項N),ネ ガテ ィブな側面(ず るい企 業,
不明確 な企 業,閉 鎖的な企 業な ど,3項 目)
(2)「中国企業 と 日本企業 の差異」・につ いて,経 営理念,利 益感覚,連 帯 意識,人 事 問題,コ ミ
ュニケー シ ョンな ど10項 目
⑧ 「日本企業の高生産性理 由」 について
経 営者,従 業員,技 術水準,教 育水 準,資 金 力,組 織 力,機 械設備な どが,従 属 変数 と して導入
された。
以上,独 立変数,従 属変数 の因果関係 よ りた とえ主観的 とは いえ,現 実に中国人 が評 価 している
日本 企業 の実態 は何か,を 明確 に しょうとした。
そのため,わ れわれは以下 のよ うな問題 点 を設 定す ることによ り,中 国人 の もつ意 識 の実態 を明
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らか に しょ うと した。
問題点1.「 日本企 業の イメー ジ」 の検 討 つ まり,中 国労働 者が,日 本企 業 を どの よ うに イメ
ー ジ評価 してい るか,で あ る。 日本企業 での勤務体験 をま った くもたな い中国労働 者が,特 に 日本
4)
企 業の プラス ・イメー ジ,マ イナス ・イメー ジ,そ れぞれ について把握 す ることは必要 であ り,日
本企業 の中国で の イメー ジ ・ア ップのため に,必 要 な ポ イン トの理解 に資す ると思われ る・
問題点2.「 日本企業 と中国企業 の差 異点」 の指摘 中国労働者 に とって,日 本企業 を充分理 解
し得 な くとも,観 念的 には両企業 の差異 の評価 は可能 と思 われ る。 かれ らの差異 は,両 企 業の どの
側 面にみ られ るのか,そ の差 異 を明確 にす る ことは,両 者 の プラス面 を認め,そ れ を重視,存 続 す
る上 で必 要 と思 われ る。特 に中国 におけ る日本企業 に導入 すべ き部分 の理解 に資す る もの と思わ れ
る。
問題 点3.f日 本企業 の高生産性理 由」 の分析 事 前の予備調査 では・ 中国労働者は・ 日本企 業
の方が技術 力,設 備,お よび人材 な どの面 で ㌃す ぐれてい る」 と評価 してい ることが理解 された。
特 に,高 生産性 を維持,強 化 してい る根本的 な条件,要 因 を何 と評価 してい るのか,あ るいは何 に
起 因 して 日本企業 は高生産性 を獲 得 して いるのか,に つ いての正 しい評価 を得 るた め,本 分 析が役
立つ もの と思わ れる。
以上,か れ らが 日本 企業 を評価す るに当た り,何 をその評価の 「手 がか り」 と して いるのか は,
問題 とされ るところで あるが,日 本企業 の イメー ジ,日 本企 業の特 殊性,日 本企 業 の高生 産性 の3
つの問題点 を明確 にす ることは,中 国労働者 を通 しての,日 本企 業め分析に もな る と思 われ るし,
また,中 国にお け る日系企業 の経 営者,管 理者 に と って の,有 効 な資料 とな り得 る もの と尽 われ る。
調 査 結 果
調 査 結 果 を問 題 点 ご と に検 討 して み る と,
問 題 点1.「 日本 企 業 の イ メー ジ」 の 検 討 この 問 題 点 は,表1の 結 果 か ら理 解 され る。X2検 定
の結 果,Z2=108.711,df=108,P・46.27と,有意 差 が 決 め られな か った。 しか し年 齢 別,性 別 で
検 討 せ ず,特 に高 い パ ー セ ン トの イメー ジを列 挙 して み る と,
順 位1「 現 代 的 な 企 業 」 .64・5%男 性37・4%,女 性27・1%
順 位2「 資 金 力の あ る企 業」46.3%男 性23.7%,女 性22.6%
順 位3「 積 極 的 な企 業 」40.2%男 性24.8%,女 性15.4%
順 位4「 開放 的 な 企 業 」40.2%男 性22.4%,女 性17.7%
順 位5「 ず る い企 業 」38.5%男 性23.3%,女 性15.1%
順 位6「 革新 的 な企 業 」36.6%男 性21.7%,女 性14.9%
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以下 略
として評価 されてい る6こ こで,
順 位1「 現代 的な企業」 についてであ るが,機 械設備 ・技術 力・従業員 の教育水準 ・ どれ を≧ つ
て も,中 国人 に とって 「新 しい」 「高 い水準」 「進ん でい る」 な どで,.中国企 業 よ り優 れて い る企 業
と して 日本企業 を評価 してい ることが理解 され る。
雌2'「 飴 力のある蝶 」というのは・つぎつぎと拡大溌 展・進出しρ'く に腰 な甲 資
金 を保持 し,1さらに資金調 達 にお いて も実 力あ る企業 との評価 であ る・ 男性 と女性 とが・ほ ぼ等 し
いパーセ ン トを示 してい る点,注 目され る。 い ずれ にせ よ,資 金 力の欠 いた企業 は積極 的な傘挙活
動は不可能といえる。
順位3「積極的な企業」は,そ の点,順 位2の 「資金力のある企業」と高い相関関係にあるとい
える。生産力または販売力においてパワフルに展開して,絶 えず活動的な企業として評価している
点である・その蔦 中国蠣 都 とって 「安定した蝶 」は・ 「静止した状態」を劾 すのか・.表
1では,9・0%しか評 価 して いな い・
順位4「 開放的 な企業」 は,企 業経 営が,ま った く政 府か ら統 制 された り,支 配下 におかれ る こ
とな重く,ま った く経 営者,管 珪者 の経営方針 に もとづいて,自 由に経 営ず る点 を指 してい る。'中国
i
の国営企業 との違い を,充 分理解 して いる ように思われ る。
順位5は マイナ ス評価 の 「ずるい企業」 であ る。・この ネガ テ ィブな 日本企業 に対 す るイメ一一ジは,
i'
日本企業 が 自国 の利益 のみ考 え,自 国本位,自 国 中心 の側 面があ る と評価 してい る点 で,注 目さ.れ
るζ 中国人にすれば,中 国に対 し,中 国人 に対 し,よ り一層 の利 華還元,ま たは技術援助 を白本 金
麹 こ対 し期待 してい る表 われ として,評 価 され る側 而 であることが理解 され る。
順位6「 革新的 な企業」 は,つ ぎつ ぎ と新 製 品 を開発 した り,技 術革新 をした り,さ らに組 織
制度 の抜本的 な改 革 をダ イナ ミックに処理 す る動 きを評 価 した もの と思 われ る。 日本企業 には,そ
うい った絶 えず革新 的な姿勢 が評価 され,新 しい課題 へ の挑戦 がみ られ るとい う意 味 であ る。
以上か ら,一 応 中国労働者の 日本企業 に対 す るイメー ジの側面 が理解 された よ うに思 われ る。
問題点2.「 中国企業 と日本企業 の差 異点」 の指摘,こ こでは,特 に ど うい つだ企業経営 や企 業
活動 の側面 に,中 国労働 者は差 異 を評 価 してい るか が問題 であ る。 表2で は,X2・=87.934,自由度
81,Pレベルボ28.03%で有意差 が認 め られなか った。 しか しこの項 目は,い ずれ も中国企業 の方
が,日 本企業 に比較 して劣 ってい るとい う前提 に立 っての評価 が み られ る。 もっと も高い差 異点 の
パー セ ン トは,高 い順 に列挙 してみ ると,
順 位1「 企業 の経 営理念」70・4%男 性42・6%,女 性2叩%
順 位2「 経営者の利 益感覚」35.4%男 性23.2%,女 性12.1%
順 位3「 労働者 の時間意 識」28.4%男 性18.0%,女 性10.4%
_
繭
労
瀦
の
締
す
る
躰
企
業
の
噸
一
3
9
e国細岡N
く巨
益
騨
鰻
蝋
8茜
恕
悩
駅
8
讐
攣
勇
転
8
摯～匪
R
お詔
坦
～
蝋
暮露
翠
～
駅
尋曾
:
墾
～
蝋
畠寒
:
憩
～
田
R
后諜8
.
誉
埋
樋
独
寝
駅
'
根
凍
譲
譲
戦
～爽
検
眼
猿
環
§墓
§騨
遷
8
謡
罫
謡
瀞
轟
轟
諮
諮
1
1
s
s
1
口
.
1
目
藷
1
i
i
,
,
1
8
』
d
d
,
δ
.
d
6
諮
諮
1
口
1
日
諮
1
㌧
雪
.
B
l
!
o
o
o
o
o
諮
。
,
馨
口
口
謡
講
口
潜
回
雪
諮
『
。
、
?
o
。
・
1
。
。
諮
講
講
読
講
談
・・零
粛
粛
'
霧馨
卜
・
0
0
F
l
o
マ
→
◎
う
o
(
N
冒
「
c
o
狼
狽
&
検
眼
譲
'
駅
%
康
凛
ト
L
Ω
o
寸
・
O
N
o
(
N
・
Q
ゆ
一
c
F
c
o
¶
一
噛
囲
の
N
b
t
◎
O
o
◎
目
寸
。
◎
電
.
▼
→
.
H
.
.
N
.
・
F
l
.
。
F
l
・
L
Ω
c
u
F
l
1
-
1
0
ひ
魂
o
ひ
R
O
N
戦
戦
戦
戦
戦
戦
換
狼
駅
戦
t
◎
◎
Q
O
N
H
c
つ
o
◎
⊃
◎
D
σ
》
(
N
O
O
卜
Q
◎
o
o
o
o
v
O
L
Q
卜
.
o
つ
.
'
→
.
r
→
.
。
c
a
。
.
1
一
引
.
r
→
・
ζ◎
・
◎
O
r
宇
F
I
H
o
ζ
◎
o
¶
一
重
・
r
→
c
o
'
硬
戦
戦
～最
凛
凛
駅
・
検
眼
凛
ゆ
o
つ
(
N
o
o
・
ψ
o
◎
》
o
◎
①
・ぜ
O
寸
須
く◎
r
i
◎
Q
冒
→
o
「
ぐ
①
.
寸
.
N
.
H
.
`
o
つ
。
.
N
・
1
-
1
・
(
N
・
F
l
L
=
)
N
H
O
寸
0
9
0
り
G
感
c
◎
H戦
戦
膿
磯
戦
戦
擬
戦
狼
凍
め
①
卜
・
甲→
c
◎
卜
◎
D
o
◎
o
◎
L
Q
1
→
o
く
◎
P
t
o
く
9
①
・蝉
1
■
l
o
o
つ
。
卜
.
N
,
(
N
.
F
l
.
』
ζ》
.
.
o
ら
.
N
・
鴇
。
F
剛
L
O
σ
》
N
ζ
つ
1
→
o
o
寸
ζ◎
o
H駅
1
最
検
眼
譲
譲
～
i
R
駅
凝
狼
ぐつ
　
ゆ
く　
くめ
せ
ぐ　
リ
ヰ
め
　
づ
ト
ね
ぶ
や
くつ
め
　
ト
や
。。
σ
i
。
つ
尋
N
d
i
N
べ
d
。
。
d
i
d
。
o
・
,
F
"
A
。
。
.
5
戦
戦
凛
戦
戦
戦
%
駅
狼
駅
ミδ
的
后
『
雪
『
!
羽
。『
1
。。
q
沼
璽
H
『
爵
『
爵
喩
8
9
0
0
(
N
O
O
o
o
o
o
α
)
N
寸
H
お
羅
無
縫
虞
栂
葦
囲
繕
麺
鍾
髄
勇ミ
喬
購
樋
麗
暢頃
罰
粕
裡
Q
距
即
題
蹄
組
置
麺
罵
鋼
くP
・
e
e
(
)
"
く
庶
曲
弾
e
e
く
9
窪
£
黙
e
Q
Q
e
榊
拠
・
簾
鴇
灘
榊
響
撫
無
細
越
1
旨
・→
R
遡
数
遡
則
避
鋼
騨
猟
轄
騒
.
剣
無
類
脚
獄
器
:.自讃
"
。さ
頃
oδ
卜
・
◎
o
δ'駅
2
『oま
9
器
翼匙
.
ギ、壱
、
苺量
・
8
.
、
駅
'
8
e
q
一
員
紹
『
H
;
Y
紹
鐙
H
l
ヨ
凍
'
需
『
回
雪
鵠
『
1
「■
gくロ
40一 経 営 論 集 一
順 位4「 生 産部門 の管 理体制」28・3%男 性17・2%,女 性IL1%
順 位5「 労働者 の人 事配置」21..7凛 男性12.1%,女 性9.6%
以 下 略
とな って1'や・男*Zに ぶ り・.順位1お よ磁 位2は ・大 きなパー ㌣ トの差 力獅 れ瀕 位4・
順位5に な ると,そ のパー セ ン ト差 が小 さ くな ってい るのが特徴 であ る。
以上 の順 位 について検討 して みる と,
順 位1「 企業 の経 営管理」 については,単 な る社会体制 の違 いだけでな く,工 場長 に まだ まだ充
分 な権 限委譲 されていな い こと(党 書記 の存在),ま た組織 や制度 の差異,ま た企業活動 の運用 に
関 して も・ すべての点にわ 々 っての差 異 を評価 してい るように思 われる。
順 位2「 経 営者 の利益 感覚」 につ いては,ど の企 業 も国営化 されている,と い う制度上利 益 を何
と して もあげ る。 また設定 目標 を達成 す るとい った 努 力が あ ま り み られな いことの 差 異であ る。
「生産 すれ ばよい」 とい う感賞が あ って も,「荷 として も,い くらの利 益 をあげ なければな らない」
とい った利益感覚 の欠除 が指摘 されている。
順位3「 労働者 の時間意識」 につ いては,勤 務 時間,労 働 時間が;あ まり遵守 されない1厳 しさ
が別 ない,と い うこと簸 る.た だ し日本企業 の 「日本労働者 のよ うに労働すべ きだ」 とい う姿
勢 を意 味 してい るわけではな い。
順位4「 生産部 門の管 理体制」 につ いては,や は り中国企業 においては,管 理体制 が充分 でな い
と評価 してい る。ただ 問題 なのは,管 理体制 が充 分でない場 合,生 産 され る製品 は,品 質的 に問題
が あ り,欠 陥 品 を生 み出す ことにな る。 また部門 として もモ ラール,生 産性 カミ低 く,と きには:事故
や災 害が発生 しやすい状態 にあ る。
順 位5「 労働者 の人 事諸置」 につ いて も,差 異 が評価 されて いるが,日 本企業の客観 的な人事 考
課 について,ど の程度理解 して いるのかは不明 であるが,少 くと も中国労働者が中国企業の人事配
置 は不 公平 と評価 し,よ く働 くもの,真 面 目に働 くものが,そ れな りに処遇 されていない とい う,
不満 の表 わ れであ ると もい える。
問題点3.「 日本企 業 の高生産性理 由」 の分析,こ の問題点 について も,年 代 別,性 別 に よ りX2
検定 した ところ,Z2==82・150,自由度72,ρ レベルは19・38%で,有意水準5%以 下 が得 られなか
った。
中国労働者 は,日 本企業 が少 くと も中国企業 よ り,高 生産 であ ると評価 しているのは,先 の横 田
澄 司の論文 か らも理解 され るpそ の理 由は何 かについて,パ ー セ ン トの高 い順位 の項 目を列挙 す る
と,つ ぎの通 りであ る。
順 位1「 経 営者 の能 力」29.4%男 性17.6%,女 性11.8%
順 位2「 高い技術水準」16.5%男 性9.6%,女 性6.9%
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42,一 一 経 営 論 集 一
順 位3「 日本木の勤勉 さ」13・7%男 性7・9%・ 女性'5・8%
順 位4「 高 い教育水準」'10'.9%男 性7.3%, 、女 性3.6%
順 位5「 近代 的な機械設備」9.5%'男 性4.0%,女 性5.5%
以下 略
とな ってい る6
ところで,ど の項 目 も男性 が高 いパー セ ン トを示 して いるが,順 位5「 近代 的な機械設備」 のみ
女性 が高 いパーセ ン トを示 して いるのは,興 味 の もたれ ると.ころであ る。
以上 の項 目をさ らに検討 してみる と,
」順位1「 経 営者 の能 力」 については,圧 倒的 に高いパー セ ン トを示 し,経 営管 理1企 業管 理 の専
門的職 勘 にお1'て・すぐれたものを所有している・といった評慨 してV'徳 である・ この
「経営者の能力」は・`順位2「 高い技術水準」・順位3「 日本人の勤勉さ」・順位4r高 い教育水準」
それぞれと,高い相蘭関係を示すものと思わ測るが,中国労働者ぼ,経 営者ゐ高い資質を評価して
い る もの と思われ る。
順 位2「 高い技術水準」 に?い てば,特 にエ レク トロニク家を中心 と した 日本の科 学,技 術水準
の高 さにつ いて,諸 外国 に広 く知 られ てい る事実 であ る。 中国労 働者 もこの点 を充分評価 してお り,
日本の技術導フ～・ または移転・提携 の問題,ま た中国留学生 の 日本に きての学習・ 研究 を希望 す る
ものの渡航者数か らも,充 分理解 され る。
順 位3「 日本人 の勤勉 さ」 については,諸 外 国 で も定評 があ り,「日本人に学 べ」 どい う気運 が,
特に発展途上国では強いとされている。 この日本人の勤勉さについては,最近若年者層ではやや消
失 してきているとい うものの,責 任感,協 調 性,自 主性 に もとず く時 間履行,あ るいは 目標達成 は,
われわ れ 日本人 にと って,組 織 の一員 として,当 然 と考 えてい る。
,順位4「 高 レ:・教育水準」 については・ 日本人の文盲率 の低 さはい うまで もな く,高 等教育 への就
学率 の高さは,こ れ また周知 の事実 であ る。 中国労働 者は,ど の程度 こうい つた統計上 の資料 を前
提 と してい るか不明 だが,少 くとも日本の技術大国,経 済 大国の決定 囚 として 「教育」 を挙 げてい
るのは当然 と思 われ る。
順位5「 近代 的な機械設備」 については,日 本企業 の生産性 の高 さは,近 代的な機械 また は設備
として い る点は,中 国労働者 の相互 の話題 として交わ されて い るよ うであ る。 中薗では不要で使用
せぬ機械 が多い といわれ る。 日本か らの技術 導入,機 械,設 備,施 設な どに対 す る関心の高 さは,
中国 か らの技術観察 団の訪問状況 か らも理 解 され る。 ・.
以上,わ れわ れが注 目す る点 は,機 械,設 備 よ りも,能 力,資 質,態 度 とい った側面 を,日 本企
業 の高生産性 ゐ要 因 として評価 してい ることであ る。 また経 営者の リーダー シ ップ と同時 に,一 般
の従業員 に対 して も高 い勤勉 さを認 めてい ることであ る。
一一 中国労働者の評価する日本企業の側面 一43
本調査結果の検討
5)
パ スカル とエ イソスの 「ジャパ ニー ズ ・マネ ジメ ン ト」 に よると.,日米 企業 の 比較 には やは り
「文化 と社会(構 造)」によ り規 定 され るとい うことで,「方 向 を定 め,'協力体制 を築 き,動 機 づけ
塗行 うときに,ど う解決 す るかは文化 によ って左右 さ畝 る」 と述 べてい る。 さ らに興 味深 い発言 と
しては,「毎年業績 の よい企業 とい うのは,ど の国の企業 であれ,共 通性 が指摘 され る」 とい うこ
と.であ る。. .、 ・
これ らの事実 は,当 然 の ことなが ら,日 本企業 と中国企 業の比較 にお いて も肯定 され,解 釈 され
る。基 本的な企 業内で の生活様式,つ まり上下関係,同 僚 との対人関係,ト ップの意 思決定,生 産
計 画の設 定,指 示 の方法,計 画の実施,職 場風 土,い ずれ を取 りあげて も 企 業内部で の作業・1活
動,対 人関係な ど日本 と中国 との問 において,著 しい差 異の指摘 され るところであ る。
しか し 「業績 の高 い好 ま しい企業」 とい うときr根 本 的な社会構 造 の違い を前提 とし,そ 紅 を考
慮 に入 れての上 であ るが,両 国の間 で共通 した部 分が評価 され ると思われ る。 そ うい う意味 で,図
2で要約 された 日本企業 は,中 国労働者 のデモグ ラフ ィックスを独 立変数 として操作 した場 合,何
図2.中 国 労 働 者 か ら み た 日 本 企 業
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ら統計的有 意性が み られなか った が,一 般 の 中国労働 者の評価 した 「理想的」 日本 企業 といえ るか
もしれない。 あ るいは中国 に進 出 してい る高水 準 の技術 力 と,高 い経営実績 を もった 日本企業 を前
提 としてい るのか もしれない。 しか し,現 実 には 日本 には多 くの企業 が存在 し,そ れが それ ぞれ激
しい競争状 況の 中で,企 業努 力を続 けてい るが,す べ てが図2の よ うな企業 ばか りでない ことは 当
然 であ る。
中国労働 者が,現 状 の中国企業 に対 し急務 の改 善 を必要 としてい ることほ確 か であ る。 つ まり,
現 状 では,企 業の トップは,国 家(国 務院)か,地 方 の行政 の部門長 で,直 接企 業 の管理 と係 わ り
のな い人 び とであ り,工 場 長の権 限 も徐 々に強化 され てきた とい うものの,方 針 とか政策 は,国 か
ら提 出 された もの述 ある。 この国 の法令 の通達 にせ よ,・企業家へ の要求に も,極 めて抽象的 で,さ
まざ まな解釈 がで きる表現 にな ってい る点が,特 徴 で,つ ま り具体的 な点 が欠落 してい るため,末
端 は 自己の都 合の よい解釈 をす ることにな る。 また,指 示 や徹底 のルー トやルール が,同 じ重要国
営 工場 で も一貫性 を欠いて い るため,設 定 された生 産 目標の達成 が困難 とされて いる。 この よ うな
現状 のあ り方が,「自主性 のあ る運 営」 を阻害 し,「上部 の責任転嫁」 の芽 を生 み出 してい る。'
以上は,中 国企 業の基 本的 な企 業体 質であ る と同時 に,管 理体制 の不備 が問題 とされ る ところで
あ る。 また工場 長の権限 が徐 々に改善 されて いる とはい え,充 分 とはいえな い。 根 本的改善が問 わ
れ る所以 であ る。
中国企業 の欠点 とされ る点 が・ 日本企業 の 「理想 的」 企業 の評価 に も連 らな ってい る ように思 わ
れ る 。
要 約
天安門 事件 以前の1988年5月よ り10月までにわた る丹念 な調査 が,本 研究 の成果 であ った。 その
結 果が・表1・ 表2・ 表3に 要約 され た。 そ こでは年 令別,性 別 での統計的 に有意 な結 果が得 られ
なか ったが も,中 国 労働 者が,日 本企業 に対 しかな り理想的 な形 で評価 してい る点 を うかがい知 る
ことが できた。
問題 点1の 「日本企業 イメー ジ」 では,.日本企業 が民主的 に管 理,運 用 されてい るとい うことで,
「現代的 な企 業」「開放的 な企業」 とし,ま た活 力ある企業 とい うことで 「資金 力のある企業」 「積
極 的な企業」 と して評価 された。
問題 点2の 「日本企業 と中国企業 との差異」 については,中 国企業 があ ま りに も責任 体制 が明確
でな く,指 示命 令 に一貫性 がない,ま た国家,行 政 に よる抽象的な達成 目標 お よび生産 計画 の設定
な どが な され,あ くまで も経営 者の,ま たは企業 の具体的 な 「経営理念」と,経 営者 の 「利益感 覚」
6)
の点 で 日本 企業 との差 があ ることを指摘 して いる。
一 中国労働者の評価する日本企業の側面 一一45
問題 点3の 「日本 企業の高生産性理 由」 では,や は り経営者 の能 力,資 質 と企業 の技術 力,ま た
日本人従業 員の勤 勉 さが指摘 された。
いずれ にせ よ,中 国労働者 が中国企業 の現状 か ら,「何 とか しなければな らな い」 「改善 しなけれ
ばな らな い」 とい った意 識 や意欲 の強 い表現 と も解釈 され る。
8)
ただ,竹 内宏 と孫 尚清 の対 談の中 で も指摘 された ように,現 在 の中国では,外 国の技術 を導入 す
れば それで よい とい う考 えは好 まし くない。 同時 に外 国の科学的 な管理方法 も導入 しなければな ら
な い。 「た とえば,中 国では テ レビの生 産 ライ ンは,完 全 に 日本 か ら輸入 してい るが,管 理方法 は
9)
もとの状態の ため,で きた製品 の晶質 は決 して良質 とは いえな い」 とい う。確 かに 「もっと重要な
10)
ことは,中 国全体 の技術 レベル を向上 させ るこ とです」 とい うことか もしれない。 しか し,ま た,
よ り根 本的 には,所 有 や市場 の 自由化,そ して生産 の 自由化 の問題が問わ れねばな らないだろ う。
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